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＜病棟連絡事項＞
・本日のカンファレンスで今後の治験説明を実施。
＜患者様連絡事項＞
＜要注目患者様ケース検討＞
・神田　直樹様～治験ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中。昨日の準夜では不眠訴えありブロチゾラム(0.25)1T服用しているが睡眠の確保は出来ている。本日は表情のニヤツキや唐突な訴えはあるが、奇異な行動や逸脱行為はない。日課や作業に問題なく参加している。引き続き夜間の睡眠状況の観察、言動や表情などの精神症状や行動面の観察を行い、安全に治験に取り組めるよう援助していく、

・高橋　康一様～血圧の高値なく、自覚する症状の訴え無し。アルコール依存症治療プログラムの取り組みは良好で日課も問題なく行っている。
　　　　　　　　引き続き断酒意思の確立を目指す事と日常生活面の回復を援助していく。

・飯田　修子様～易怒性や不機嫌さはあるが、被害妄想に伴う周囲とのトラブルは見られていない。病状が不安定であり、突発的な他害行為などの可能性が高い為、所在の把握を徹底し、周囲とのトラブルに至らないよう注意して観察し、安全に治療に取り組めるよう援助していく。
・村山　吾朗様～昨日、東病棟より転入している。逸脱行為や迷惑行為は無い。表情の変化に乏しく、問い掛けに対しての反応の鈍さがある。療養環境変更に伴い、不穏や興奮等の出現がある為、言動や行動の面の観察を行い、セルフケア能力の回復を援助していく。
＜安ケ平Ｄｒ.患者様診察情報＞

・藤井　純子様～吐き気、下痢により欠食期間があった事、女性患者様より蹴られたり怒鳴られたりすることがあった事を情報提供。診察では抑うつ気分持続している事を話している。夜間は以前より長時間眠れるようになったとのこと。本日分の定期よりサインバルタ1T→2T、来週定期よりバルプロ酸Na中止となる。
・中居　松男様～嗜好品要求し大声をあげる事があるが、不穏さの持続は無い事情報提供。処方変更はない。
・續石　啓介様～朝食は全量摂取、昼食はクリミールを摂取している事、外出日程変更になり再申請している事を情報提供。本人より外出の希望を話されており許可ある。ボラザ軟膏7回分処方、ピコスルファートNa2本処方となる。
・田村　真紀子～母様が精査目的で労災へ入院しているが本人へは伝わっていない事、不眠時使用し夜間は休めている事情報提供する。最近落ち着いており体重が多い事からオランザピンを徐々に減量していく方向。来週定期よりオランザピン（10）→(5)へ減量となる。
・中山　真由美～不穏時連日使用している事、時折胃痛時の内服をしている事を情報提供。
不穏時レボトミン（5）4T　10回分処方、定期薬の処方変更無し。
・野田　敏治～小声での独語、不眠、徘徊ありまたｍ本人より痔核様の訴えがあった事情報提供。就職したい事や意味不明な言動聞かれている。不穏時）リスペリドン内用液（1）10回分処方、定期薬の変更無し。

・清水　徹～不機嫌さや突発的な大声あるがトラブルは無い事情報提供。また血圧高値となる事がある事情報提供する。高値の際は時間をおいて再検するよう指示ある。処方変更無し。
・竹内　恒子～特変ない事情報提供し処方変更なし。
